






















































































すよ」〔I do care fOr somethillg'(「なにかいただきたいもので」)で,道化はヴァイォラから心付
けをねだっており,「あんたのことはちっとも心配しないね」tl do nOt care for yOu'で,「ぁなたが
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この歌には,今まで道化についてわからなかった個人的情報,即ち「長い間お屋敷を空けた」こ
と,「このころぶしだらになった」こと,「君の恋人」などがいくらか理解されるようになっている。
彼の一生は教育的な生き方をOOd lifざではけっしてなかった。
道化は,機知問答によって相手を楽しませたり,やりこめたりはするが,この歌で道徳の欠如し
た道化の生き方に対する世間の見方を,彼自身冷静に受けとめている。
この歌は,「やれ,風が吹く,雨が降る」,「毎日雨が降つていた」と,各連に折り返しがある。こ
の折り返しもあって,この歌には全体的に哀愁が漂っている。
このペイソスを背景に歌われた歌は,客観的に見つめられた道化の一生であり, トウビーやアン
ドルーの生活ともいくらか類似しているが,他の人々の一生とは関係がないかというとそうではな
セゝ。
一幕五場におけるオリヴィア姫と道化の機知問答を考えてみよう。
この二つの欠点なら,お姫さん,酒と意見でなおります。ひからびた阿果に
酒を飲ませてごらんなさい,阿果は生き返ります。ぶしだらな男には直すよ
ういえばよい。直れば,もうぶしだらじゃありません。直らなければ,仕立
て屋に直させればいい。直しものはどれもつぎはぎ,犯した美徳は罪でつぎ
はぎ,なおした罪は美徳でつぎはぎ,ですよ。
徳を持っている人も,罪を犯した人も,「つぎはぎ」わatChe♂であり,それこそつぎはぎ服を着て
いる道化に似た存在である。この意味で,いかなる人間といえども完全に善人または完全に悪人い
ない。人間は誰しも両者のつぎはぎから成り立っており,これこそ道化の存在に似ていることにな
る。
このソングは堕落した道化の一生を歌ったものであるが,多くの人々の一生を暗示していること
にもなるのではなかろうか。
シェイクスピアは,このように道化に彼の一生を提示させ,それによって私たちの一生も暗示さ
せている。そして,道化のソングの終わり,したがってこの劇の最後には,道化に主要な働きをす
る人物の役も,務めさせて,劇の終わりを告げ,観客のごけげんを取り結んでいる。
道化はあくまでわき役であり,道化の別名「阿果」であり,阿果扱いされた人物である。道化は,
どのグループにも属さない。一方にコミットしても,深く関与しない。こういう人物こそ二つのグ
ループをつなぐことができる。
挺圭化イま,
知恵者だと思っている者が,阿果だなんて例はいくらでもあります。だから,
知恵なんかないと思っているぼくなんぞ,知恵者でとおるかもしれない。一
幕五場
と,阿果の立場からたえず逆転攻勢に出ている。知恵者が知恵ある言葉をいうのと違って,阿呆
が曖昧な言葉の中に本音を混ぜ合わせることができ,聞いている者も批判の言葉とは受け取らねば
それはそれで平気でいることはできる。
しかしよく考えてみると,道化の主張点は過激である。それは,言葉そのものの否定と絶対的な
価値の否定であろう。しかしこれを真正面から否定していては,言葉の有効性と価値観から成り立
っている劇そのものも,社会生活もその根拠を失ってしまうことになる。したがってこういうこと
を,オー シーノウやオリヴィアが真顔で主張すれば,劇の存在価値が危うくなる。
岡村俊明 :もう一人のシェイタスピア
シェイタースピアは,こういつ人たちの結婚で終わるallを作りながらも,一方で道化のようなっ人々
に馬鹿にされている者をalJ造し,脈絡のない多くの爽雑物のなかにj知恵ある言1葉を作り出してい
る。こういうものこそシェイクスピアのもう一つの意味ともう一人の|シェイクスピアということに
なろう。
(1998年3月31日受理)
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